
　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
６
月
１
日
、
社
会
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
と
日
刊
工
業
新
聞
社
と
共
催
で
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、
セ
ミ
ナ
ー
「
完
全
制
御

型
植
物
工
場
の
最
新
動
向
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
方
策
」
を

開
催
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
石
原
隆
司
・

社
会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
植
物
工
場
・
農
商
工
専
門
委

員
会
事
務
局
長
の
ほ
か
、
３
人
の
講
師
を
招
い
て
完
全

制
御
型
植
物
工
場
の
現
状
や
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
な

ど
を
研
究
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
の
「
農
商
工

連
携
勉
強
会
」
の
一
環
で
あ
り
、
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
展
２
０
１
２
」
の
併
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
１
０
０
人

あ
ま
り
の
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

周藤　一之氏野菜工房社長

森　康裕氏植物工場開発取締役

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
展

で
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場

「
完
全
制
御
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
場
の
実
際
」

「
植
物
工
場
の
現
状
と
光
の
最
適
制
御
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
」

「
遊
休
工
場
を
利
用
し
た
植
物
工
場
と
そ
の
取
り
組
み
の
実
際
」

高辻　正基氏社会開発研究センター理事／同センター植物工場・農商工専門委員会委員長
完全制御型植物工場最新動向とコストダウン方策

植
物
工
場
普
及
、
１
５
年
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

栽
培
に
最
適
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
開
発
が
課
題

初期投資を削減光源には蛍光灯

　
「
植
物
工
場
に
は
夢
が
あ

る
」
と
現
在
、
多
く
の
人
が
注

目
し
て
い
る
。
植
物
工
場
の
成

功
で
カ
ギ
を
握
る
生
産
コ
ス
ト

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
い
。

植
物
工
場
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
る
。
第
一
が
生
産
株

数
が
決
ま
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
店
産
店
消
の
小
型
タ
イ
プ
。

第
二
が
大
型
の
植

物
工
場
。
で
き
た

野
菜
を
食
品
メ
ー

カ
ー
や
外
食
企
業

に
販
売
す
る
タ
イ

プ
で
、
売
価
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て

お
り
、
生
産
コ
ス

ト
を
そ
れ
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ

る
。
現
時
点
で
確

実
に
利
益
を
上
げ

て
い
る
植
物
工
場

は
数
カ
所
。
成
功

し
て
い
る
植
物
工
場
は
流
通
経

路
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
お

り
、
生
産
コ
ス
ト
も
空
き
工
場

を
う
ま
く
活
用
す
る
な
ど
で
安

く
抑
え
て
い
る
。
建
物
が
粗
末

で
も
、
植
物
の
成
長
自
体
に
は

関
係
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
電

気
代
の
ウ
エ
ー
ト
を
高
く
す
る

こ
と
が
、
植
物
工
場
の
生
産
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
秘
訣
と
も
言
え

ひ

け
つ

る
。
節
電
だ
と
い
っ
て
照
明
の

光
を
節
約
し
す
ぎ
る
と
植
物
が

よ
く
育
た
ず
、
逆
効
果
。
植
物

が
よ
く
育
つ
こ
と
で
他
の
部
分

の
コ
ス
ト
比
率
が
下
が
る
。
生

産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
に
は
、
む

し
ろ
光
の
コ
ス
ト
を
多
く
し
た

方
が
よ
い
。

　
植
物
工
場
ビ
ジ
ネ
ス
は
ホ
テ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
。
１
泊
何

万
円
も
す
る
高
級
ホ
テ
ル
に
な

ぜ
人
が
行
く
か
と
い
う
と
、
き

ら
び
や
か
な
照
明
に
ひ
か
れ
る

か
ら
だ
。
照
明
代
を
ケ
チ
っ
た

ら
、
結
果
と
し
て
客
が
来
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　
次
に
植
物
工
場
の
成
功
例
を

見
よ
う
。
ま
ず
住
田
野
菜
工
房

は
ス
ー
パ
ー
・
九
州
屋
が
手
が

け
、
野
菜
の
売
り
先
が
既
に
確

保
さ
れ
て
い
る
。
社
内
で
無
農

薬
野
菜
を
生
産
し
て
差
別
化
商

品
と
し
て
店
頭
で
売
り
、
他
社

ス
ー
パ
ー
に
も
出
荷
し
て
い

る
。
栽
培
技
術
も
高
い
。
繊
維

メ
ー
カ
ー
の
空
き
工
場
を
利
用

し
初
期
投
資
額
を
抑
え
て
い

る
。

　
九
州
に
本
社
が
あ
る
ア
ル
ミ

ス
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
こ
も

小
学
校
の
廃
校
舎
を
利
用
し
て

い
る
が
、
他
社
の
植
物
工
場
よ

り
価
格
の
安
い
点
が
受
け
て
、

米
国
や
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

へ
も
積
極
的
に
輸
出
し
て
い

る
。

　
技
術
課
題
を
整
理
す
る
と
、

人
件
費
を
含
め
、
電
力
代
以
外

の
コ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
安
く

す
る
こ
と
。
人
件
費
は
全
体
の

コ
ス
ト
の

％
を
占
め
る
と
言

わ
れ
、
引
き
下
げ
る
に
は
自
動

化
を
図
る
の
も
一
つ
の
方
法

だ
。
工
場
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、

標
準
化
を
進
め
価
格
を
引
き
下

げ
る
の
も
今
後
の
課
題
だ
。

　
植
物
工
場
の
野
菜
は
な
ぜ
コ

ス
ト
高
で
、
必
ず
し
も
お
い
し

く
な
い
の
か
。
多
く
は
蛍
光
灯

を
使
用
し
て
し
か
も
節
電
で
照

明
を
ケ
チ
っ
て
お
り
、
光
の
ム

ダ
も
あ
る
。
植
物
を
成
長
さ
せ

る
た
め
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う

と
と
も
に
、
最
適
制
御
を
行
っ

て
ム
ダ
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

だ
。
消
費
電
力
の
少
な
い
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明

を
使
う
の
も
手
。

　
サ
ラ
ダ
菜
の
光
合
成
曲
線
で

見
て
み
る
。
１
日
あ
た
り
の
成

長
率
が
高
け
れ
ば
当
然
、
生
産

コ
ス
ト
は
安
く
で
き
る
。
日
照

時
間
に
対
す
る
成
長
率
を
み
る

と
、
最
も
有
利
な
の
は
１
日

時
間
照
射
し
た
場
合
だ
。

―

時
間
で
は
、
成
長
率
は
あ
ま

り
上
が
ら
な
い
。
生
産
効
率
を

上
げ
る
に
は
植
物
に
光
を

時

間
照
射
す
る
か
、
省
エ
ネ
で
照

射
時
間
を

時
間
以
下
に
抑
え

る
方
が
効
果
が
出
る
。

　
一
般
蛍
光
灯
の
工
場
野
菜
は

露
地
野
菜
に
比
べ
て
安
全
安
心

で
は
あ
る
が
、
味
と
栄
養
価
の

点
で
は
と
く
に
優
位
性
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
工
場
野
菜
は
優
位
性
が

見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
植
物
の

成
長
を
促
進
す
る
特
殊
な
赤
色

と
青
色
を
強
化
し
た
蛍
光
灯
の

普
及
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
低
価
格
化

が
待
た
れ
る
。
現
状
で
は
最
適

な
光
制
御
は
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
こ
れ
の
改
良
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。

　
以
上
が
実
現
さ
れ
る
と
、
植

物
工
場
は
国
内
に
次
第
に
普
及

し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
２
０

１
５
年
あ
た
り
が
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　
私
ど
も
の
会
社
は
２
０
０
８

年
９
月
設
立
で
、
野
菜
出
荷
を

始
め
た
の
が

年
４
月
。
野
菜

出
荷
を
始
め
て
か
ら
、
３
年
２

カ
月
に
な
る
。
植
物
工
場
の
講

演
会
は
何
回
か
や
っ
て
い
る

が
、
来
場
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の

は
初
め
て
。
植
物
工
場
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

の
か
と
思
う
。
植
物
工
場
ビ
ジ

ネ
ス
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

初
期
投
資
の
削
減
。
既
存
の
遊

休
工
場
の
空
き
地
を
活
用
し
た

り
、
本
体
設
備
の
コ
ス
ト
を
低

減
す
る
。
私
ど
も
の
「
み
ど
り

が
丘
フ
ァ
ー
ム
」
は
秩
父
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
の
工
場
を
活
用
し
て

い
る
が
、
も
っ
と
粗
末
な
建
物

で
も
十
分
。
初
期
投
資
費
用
は

一
般
的
に
建
物
費
が

％
く
ら

い
。
遊
休
工
場
活
用
な
ら
家
賃

は
支
払
う
も
の
の
初
期
費
用
を

相
当
抑
え
ら
れ
る
。

　
み
ど
り
が
丘
フ
ァ
ー
ム
の
栽

培
面
積
は
４
３
０
平
方

で
光

源
は
白
色
蛍
光
灯
が
約
１
８
０

０
本
、
照
度
は
約
１
万
５
０
０

０

だ
。
日
長
時
間
は

―

時
間
で
栽
培
室
温
度
は

―

度
Ｃ
、
栽
培
能
力
は
１
日
あ
た

り
１
０
０
０
株
。
植
物
工
場
の

商
業
生
産
に
は
こ
の
規
模
が
最

小
単
位
だ
と
思
う
。
こ
れ
よ
り

小
型
の
工
場
も
あ
る
が
、
経
営

的
に
見
る
と
苦
し
い
。
エ
ア
コ

ン
は

馬
力
の
機
種
を
４
台
設

置
し
、
温
度
ム
ラ
を
防
ぐ
た
め

冷
気
口
は
吹
き
出
し
タ
イ
プ
で

な
く
、
ソ
ッ
ク
ダ
ク
ト
を
用
い

た
。
冷
気
が
ジ
ワ
ッ
と
出
る
感

じ
で
送
風
フ
ァ
ン
も
節
約
で
き

る
。

　

年
２
月
に
は
埼
玉
県
秩
父

市
長
に
「
認
定
農
業
者
で
あ

る
」
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
や
農
業
近
代

化
資
金
な
ど
農

業
の
制
度
資
金

を
借
り
る
上
で

ず
い
ぶ
ん
助
け

に
な
っ
た
。
農

業
者
で
あ
る

分
、
資
金
が
借

り
や
す
い
。
工

業
者
は
こ
う
は

い
か
な
い
。
栽

培
は
野
菜
の
根

に
養
液
を
噴
霧

す
る
噴
霧
水
耕

で
、
雑
菌
繁
殖

を
抑
え
る
た
め

雪
印
乳
業
の
微

酸
性
電
解
水
を

使
っ
て
い
る
。

　
光
源
に
は
蛍

光
灯
を
使
っ
て

い
る
。
大
手
メ

ー
カ
ー
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
推
奨
す
る

が
、
経
験
か
ら

言
う
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
は
植
物
が
う

ま
く
育
っ
て
く

れ
な
い
。
現
状

で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
蛍
光
灯
に
比

べ
、
光
量
が
足
り
な
い
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
だ
と
近
接
照
明
す
る
か
ら
大

丈
夫
と
言
う
が
、
生
育
す
る
に

つ
れ
距
離
間
隔
を
一
定
程
度
と

る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
な
る
と

遠
い
た
め
光
が
届
か
な
い
。
光

が
届
か
な
け
れ
ば
肝
心
の
植
物

が
育
た
な
い
。

　
噴
霧
水
耕
は
、
湛
液
水
耕
に

比
べ
根
や
葉
が
丈
夫
に
な
り
、

水
使
用
量
と
肥
料
も
減
ら
せ

る
。
肥
料
使
用
量
は
湛
液
栽
培

の

分
の
１
、
露
地
栽
培
の
７

分
の
１
程
度
。
農
地
で
は
窒
素

肥
料
を
多
く
与
え
す
ぎ
る
窒
素

過
多
現
象
も
起
き
て
い
る
が
、

噴
霧
水
耕
だ
と
そ
の
心
配
は
な

い
。

　
植
物
工
場
の
建
設
コ
ス
ト
を

数
字
で
表
す
と
栽
培
設
備
が

％
、
建
屋
が

％
と
い
う
と
こ

ろ
か
。
建
屋
は
雨
風
が
し
の
げ

れ
ば
よ
く
、
遊
休
工
場
で
も
倉

庫
で
も
か
ま
わ
な
い
。
多
段
式

で
栽
培
効
率
を
高
め
る
た
め
、

天
井
は
高
い
方
が
よ
い
と
さ
れ

る
が
、
足
場
や
作
業
効
率
を
考

え
る
と
４
段
く
ら
い
が
ベ
ス

ト
。
５
段
以
上
に
な
る
と
人
間

が
入
れ
る
よ
う
新
た
に
２
階
の

床
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
コ

ス
ト
が
１
０
０
０
万
―
２
０
０

０
万
円
は
ね
上
が
る
。

　
工
場
の
場
所
は
都
会
な
ど
市

場
近
く
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

当
社
の
工
場
は
最
寄
り
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車
で

分

近
く
か
か
る
。
輸
送
費
の
問
題

が
出
て
く
る
が
、
宅
急
便
の
大

口
割
引
を
使
い
個
店
配
送
し
て

い
る
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
販
売
用
な

の
か
自
家
消
費
用
か
、
業
務
用

か
市
販
用
か
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
。
現
状
で
は
植
物
工
場
の
野

菜
は
割
高
で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
普
及
価
格
帯
の
野
菜
と
勝
負

す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
老
人

ホ
ー
ム
や
給
食
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
高
価
格
帯
で
売
れ
る
と
こ
ろ

に
的
を
絞
る
方
が
得
策
だ
。

　
栽
培
品
目
は
レ
タ
ス
な
ど
の

葉
物
が
原
則
。
露
地
栽
培
の
葉

物
を
完
全
に
無
農
薬
化
す
る
の

は
不
可
能
で
、
植
物
工
場
の
メ

リ
ッ
ト
が
う
ま
く
出
せ
る
。
植

物
工
場
野
菜
に
は
、
低
カ
リ
ウ

ム
や
高
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
付
加

価
値
を
高
め
ら
れ
る
利
点
も
あ

る
。
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
な
ら
、

腎
臓
病
の
人
で
も
食
べ
ら
れ

る
。

　
植
物
の
栽
培
光
源
に
使
う
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

の

特
徴
と
し
て
、
照
射
光
の
波
長

制
御
と
光
量
調
節
が
可
能
な
こ

と
、
小
型
軽
量
で
熱
放
射
が
少

な
い
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

植
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
光
応
答
反

応
を
利
用
し
、
開
花
や
結
実
時

期
、
栄
養
成
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
。
小
型
で
熱
放
射
が

少
な
い
た
め
、
栽
培
植
物
の
高

さ
に
合
わ
せ
た
近
接
照
明
が
可

能
で
、
照
明
装
置
を
コ
ン
パ
ク

ト
化
し
た
り
、

栽
培
装
置
を
ビ

ル
状
に
何
層
も

積
み
重
ね
て
栽

培
で
き
、
栽
培
効
率
は
高
く
な

る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
や
蛍

光
灯
と
比
べ
、
寿
命
も
長
い
。

植
物
工
場
で
最
も
重
要
な
赤
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
寿
命
は
大
体

万
時

間
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
も
６
万
時

間
と
言
わ
れ
、

時
間
稼
働
を

前
提
と
す
る
植
物
工
場
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
白
色
蛍
光
灯
や
ナ

ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
、
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
な
ど
と
比
較
す

る
と
、
１

あ
た
り
の
コ
ス
ト

は
ま
だ
高
く
、
低
価
格
化
が
待

た
れ
る
。た
だ
、安
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
光
性
能
は
素
子
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
よ
い
素
子
を
使

え
ば
育
ち
方
が
全
然
違
う
。

　
社
会
福
祉
法
人
ク
ピ
ド
・
フ

ェ
ア
が
運
営
す
る
、
コ
ス
モ
フ

ァ
ー
ム

北
海
道
岩
見
沢
市

の
様
子
を
紹
介
す
る
。
季
節
や

天
候
に
関
係
な
く
毎
日
２
４
０

０
―
３
２
０
０
株
の
野
菜
を
出

荷
し
て
い
る
。
年
間

万
パ
ッ

ク
生
産
し
て
い
る
計
算
だ
。
１

平
方

あ
た
り
２
０
０
０
個
の

チ
ッ
プ
型
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
敷
き

詰
め
た
パ
ネ
ル
が
４
段
あ
り
、

チ
ッ
プ
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
ア
ル
ミ
基

板
、
水
冷
の
併
用
で
最
大
２
５

０

の
電
気
が
流
せ
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

年
間
の
連
続
稼
働
実
績
が
あ

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
そ
れ
だ
け
長
寿

命
だ
と
い
う
こ
と
。
フ
ァ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
自
体
は
１
日
６
０
０

０
株
か
ら
７
０
０
０
株
を
出
荷

で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お

り
、
年
間
２
０
０
万
パ
ッ
ク
の

生
産
が
可
能
だ
。

　
発
芽
工
程
で
大
体
２
―
３
日

間
、
育
苗
工
程
で
同

日
間
、

栽
培
工
程
で
同

日
間
。
栽
培

ト
レ
ー
を
昇
降
チ
ェ
ー
ン
を
使

っ
て
搬
送
す
る
な
ど
、
自
動
化

に
気
を
配
っ
て
い
る
。
栽
培
工

程
で
は
植
物
の
成
長
に
つ
れ
て

４

、
８

、

と
ト
レ

ー
の
間
隔
が
変
化
す
る
。
収
穫

工
程
、
ト
リ
ミ
ン
グ
工
程
、
包

装
工
程
な
ど
各
工
程
が
き
っ
ち

り
分
か
れ
て
お
り
、
障
害
者
の

車
い
す
作
業
も
可
能
だ
。
生
産

す
る
レ
タ
ス
は
青
臭
さ
や
苦
み

が
な
く
、
や
わ
ら
か
く
て
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
。
葉
が
大

き
く
軸
の
部
分
ま
で
甘
味
が
あ

る
。

　
店
産
店
消
型
の
植
物
工
場
が

は
や
っ
て
い
る
。
季
節
や
天
候

に
よ
る
価
格
変
動
が
な
い
の
に

加
え
、
大
型
植
物
工
場
の
野
菜

と
異
な
り
シ
ン
プ
ル
で
安
定
し

た
経
営
管
理
が
可
能
だ
。
植
物

工
場
で
は
栽
培
コ
ス
ト
は
常
に

一
定
だ
か
ら
、
外
的
要
因
に
よ

る
想
定
外
の
支
出
が
避
け
ら

れ
、
経
営
戦
略
も
立
て
や
す

い
。
無
農
薬
、
完
全
密
閉
型
な

の
で
、
病
原
菌
や
害
虫
、
花
粉

が
侵
入
す
る
心
配
も

な
く
、
来
店
客
に
目

で
見
て
感
じ
て
も
ら

え
る
。

　
店
産
店
消
の
植
物

工
場
「
シ
ェ
フ
の
農

園
　
量
産
型
」
は
、

本
体
価
格
で
８
３
０

万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
年

万

円
。
外
食
産
業
の
店

舗
で
店
産
店
消
の
植

物
工
場
を
置
け
る
例

は
ま
だ
少
な
い
が
、

導
入
実
績
は
あ
る
。

東
京
・
田
町
の
ニ
ユ

ー
ト
ー
キ
ヨ
ー
店
舗

は
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

料
理
に
使
う
レ
タ
ス

を
栽
培
。
植
物
工
場

の
野
菜
が
甘
く
て
や
わ
ら
か
い

の
を
生
か
し
た
例
だ
。

　
植
物
工
場
の
照
明
は
今
後
、

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
急
速
に

置
き
換
わ
っ
て
い
く
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
方
が
よ
い
の
は
一
目
瞭
然
。

現
在
、
蛍
光
灯
が
多
い
の
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
初
期
投
資
コ
ス
ト
が
高

い
か
ら
で
、
今
後
価
格
は
下
が

る
。
植
物
工
場
が
求
め
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
と
人
間
の
目
が
求
め
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
性
能
は
違
う
。
植
物
栽
培

用
に
最
適
な
波
長
を
持
ち
、
な

お
か
つ
低
消
費
電
力
で
出
力
可

能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
開
発
し
、
収
量

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
照
射

方
向
の
制
御
や
、
耐
久
性
の
向

上
も
求
め
ら
れ
る
。

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ７月３日 火曜日 　　


